
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

令和６年８月 
 

鶴岡市加茂地区自治振興会 

加茂グランドデザイン検討推進委員会 

～ 加茂ビジョン ～ 

（更なる進航）  

旧加茂小学校ヨット学習風景（H27 年） 

加茂おもしぜ～！ 

加茂いいどころだの～！ 
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魅力発信！加茂にカモ～ン‼ 

         ～ 加茂ビジョン ～ （更なる進航） 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たち加茂住民が安全で安心に暮らせ、若者壮年世代が活躍できる楽しい加

茂にしていきます。 

 県・内外から、外国から来られる方が目で見て楽しめる、食べて楽しめる、体験し

て楽しめる、学んで楽しめる加茂にする。 

 

 

令和６年度 ～ 令和１０年度 

 

 

  

３．計画の期間 

１．加茂ビジョンの新スローガン 

２．加茂の将来像 

 

海も山も人もすべていい魅力あるまち「加茂」 

賑わう新しい港町へと船をこぎ出すまち「加茂」 

潮風匂う自然あふれるまちにみんなおいでよ！加茂にカモ～ン！！ 
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 加茂地区は、加茂・今泉・油戸・油戸東・金沢の地域で構成されています。令和

元年９月に、鶴岡市で初めて地域ビジョンを完成させ、地域住民主体の地域づくり

を行っている地区です。1 期目(５年)を終え、現在２期目のビジョン完成となりまし

た。 

令和元年５月に、日本遺産 荒波を越えた男たちの夢が紡いだ異空間～北前

船寄港地・船主集落～として文化庁から追加認定を受けており、地区内には神社

や寺が多く点在するほか、狭い路地や歴史を感じさせる邸宅、蔵など港町の景観が

今もなお残っています。まち中にある歴史看板や歴史マップ、北前ガイドなどを活用

し、まち歩きを楽しむ小・中・高生や観光客でにぎわいを見せています。 

 しかし少子高齢化は止まらず、年々人口も減ってきており、課題となる担い手不

足など地域活動が困難な状況に直面しています。また、旧加茂小学校が閉校して

からは、子育て世代の流出や、親（若い世代）や子供の地域離れが見られ、２

０年後、５０年後の加茂地区の存続が懸念されます。 

  

 

◇海運業・漁業で栄えた頃の歴史と景観が残る  

◇各地域に伝わる祭りや文化的資源がある     

◇カモンマーレ・水族館･港･ビーチ･寺社仏閣等の活用資源が豊富    

◇海・山などの恵まれた自然          

 

◆人口減少と高齢化の加速（子育て世代の流出） 

◆土砂災害・津波発生の恐れがある       

◆買い物・交通など生活環境の弱体化      

◆空き家の増加                

４．現状と課題 
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     ４月１７日    油戸祭り 

       ５月 ５日    金沢祭り 

       ５月１８日    加茂祭り 

         〃       今泉祭り 

     ５月末    加茂地区市民大運動会 

 

  ７月～８月    加茂レインボービーチ海水浴 

         ７月末    海教塾 ヨット教室 

 

     ９月末    加茂地区敬老会 

     １０月    油戸運動会・芋煮会 

       〃     まち歩きイベント 

   11月    加茂地区市民作品展 

 

          １月    加茂地区新年祝賀会 

１１月～３月    配食サービス 

 

 

 

５．加茂のイベント紹介 

春

夏

冬

秋

冬冬
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地 域 名 世 帯 数 男 性 女 性 合 計 

加 茂 ２７４ ３４５ ３３５ ６８０ 

今 泉 ２５ ３５ ３４ ６９ 

油 戸 ５７ ９１ １０３ １９４ 

油戸東 ８ ６ ８ １４ 

金 沢 ３３ ３５ ４７ ８２ 

合  計 ３９７ ５１２ ５２７ １０３９ 

 

 

 

 

 

 

地 域 名 世 帯 数 男 性 女 性 合 計 

加 茂 ２４４ ２６７ ２７６ ５４３ 

今 泉 ２３ ３３ ３０ ６３ 

油 戸 ５４ ７１ ８１ １５２ 

油戸東 ８ ７ ７ １４ 

金 沢 ２８ ２９ ３３ ６２ 

合  計 ３５７ ４０７ ４２７ ８３４ 

５年後 ▲４０ ▲１０５ ▲１００ ▲２０５ 

６．数字で見る加茂 

令和元年度加茂地区人口（５年前＆加茂ビジョン完成の年） 

令和６年度加茂地区人口（加茂ビジョン２期目完成の年） 
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魅力発信！加茂にカモーン  
 

 温かい地域性を活かし、地域の絆を強化し安全で安心で心豊かに暮らせる生

活をめざします。また、加茂の魅力である豊かな自然や歴史・文化など豊富な地

域資源の情報発信により誘客を促進し、人口減少に歯止めをかける移住へとつ

なげます。 

 

1. 自然・風景を活かし 

加茂の魅力を発信し、賑わいを創出 

 

2. 産業を振興するため 

特産品開発、旧小学校跡地の活用などで誘客を促進 

また、組織連携の体制づくりを研究 

 

3. 暮らしやすい環境づくりのため 

防災･生活支援･空き家対策など、身近なところから 

一歩ずつ安心へとつなげるまちづくりを推進 

 

4. 地域の若者･子どもが活躍する地域づくりのため 

地域内での交流の場や若者主体の事業を検討 

 

５．歴史･教育を守り伝えていくため 

  日本遺産｢北前船寄港地｣認定を活かした歴史･文化 

の継承   

７．取り組みの方向性 
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すぐに着手する項目別の活動内容 主な連携先 

 加茂地区で活動している各種団体と連携し、活性化につなげる 
加茂地区で活動する 

すべての団体 

１．自然・風景を活かしていくための活動 （加茂の魅力を発信し、賑わいを創出する） 

 ①加茂の自然をアピールするため、公益大・カモンマーレと連携してマリンレジャ

ーを推進していく 
公益大・カモンマーレ 

 ②自然チームの SNS を立ち上げて、写真・動画を使って魅力をより伝えていく 各町内会・住民会 

 ③地域行事（自治振興会・GD 各チーム）の宣伝・広報で加茂に集客し、

加茂地域の活性化を進めていく 
自治振興会 

２．産業を振興していくための活動 （特産品を開発し、製造までのしくみをつくる） 

 ①特産品（コロッケ・チーズケーキ）を開発する 地域住民 

 ②加茂オリジナルの商品（特産品）を販売する 地域住民 

３．暮らしやすい環境づくりのための活動 （身近なところから少しずつ安心へとつなげるまちづくり） 

 ①防災台帳を活用して避難体制を整える 地区社協・各自主防災会 

 ②災害をどこよりも早く住民に伝えられる地域づくり (株)ハムシステム 

 ③我が家のごちそうを紹介する“大ごっつぉ祭”を開催する 地域住民 

４．地域の若者・子どもが活躍するための活動 （若者・子どものパワーが加茂を変える） 

 ①青壮年世代の一人ひとりに役割を与え、活躍する場を設ける 地域住民 

 ②若者主体の交流イベントを実施する 地域住民・若者団体 

 ③特産品大判焼きの開発と子供の遊び場を作る 地域住民・若者団体 

５．加茂の歴史・教育を守り伝えていくための活動 （加茂の歴史を後世に残し伝える） 

 ①海外の人にも加茂の歴史を発信していく 英語が話せる地域住民 

 ②加茂地区の文化財を守り残すために調査をする。 
鶴岡市・芸工大     

加茂の文化遺産を愛する会 

８-1．事業計画（すぐに着手する活動内容） 
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８-2．チームごとの実績と実践スケジュール 

 

自然チーム 

平成３１年２月と８月に自然チームが企画した

「スタディ会」を開催。チラシの作成、当日の受

付、進行、講師すべてを自然チームで行う。 

【実施日】 

第１回目 

平成３１年２月１０日（日）１０時～１１時 
 

第２回目 

令和元年８月２５日（日）１４時～１６時 
 

 

令和３年４月に令和２年度鶴岡地域まちづくり未

来事業補助金を活用し、東北公益文科大学のサーク

ル“加‘mon!のメンバーと一緒に「加茂景観マッ

プ」を作成・完成。 

加茂を訪れた方に少しでも加茂の良さを知ってほ

しいと、マップで加茂の探訪ルートを紹介。実際に

自分たちで加茂のまち中を歩いて、おすすめのコー

ス Aと Bを紹介している。発行枚数 1,000部（そ

の後追加 1,000部） 
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令和 6年度～の実践スケジュール 

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　

６

月

７

月

８

月

９

月

１０

月

１１

月

１２

月

１

月

２

月

３

月

４

月

５

月

６

月

７

月

８

月

９

月

カモンマーレの事業・イベント企画等へ積極的に

参加して連携をとる

カモンマーレ・自治振興会

公益大・加’MON・鶴岡市

マリンレジャー活動等への参加
カモンマーレ・自治振興会

公益大・加’MON・鶴岡市

６

月

７

月

８

月

９

月

１０

月

１１

月

１２

月

１

月

２

月

３

月

４

月

５

月

６

月

７

月

８

月

９

月

カモンマーレの活動を取材し、SNSで発信して

いく

カモンマーレ・自治振興会

公益大・加’MON

加茂・今泉・油戸・金沢地域のPR発信していく 各町内会・住民会
（自然チームに参加してもらう）

自然チーム　動画発信・配信チャンネル作成
カモンマーレ・自治振興会

公益大・加’MON

・各町内会・住民会

実践

項目
想定される活動内容

　主体と

連　携　先

【　備　考　】

　　　　プライバシーの取り扱いに十分注意しながら進める

加

茂

の

自

然

を

ア

ピ

ー

ル

す

る

た

め

公

益

大

・

カ

モ

ン

マ

ー

レ

と

連

携

し

て

マ

リ

ン

レ

ジ

ャ

ー

を

推

進

し

て

い

く

【　備　考　】

　　　　地区内の小中高校生　　　加茂地域の人

実践

項目
想定される活動内容

　主体と

連　携　先

自

然

チ

ー

ム

の

S

N

S

を

立

ち

上

げ

て

写

真

・

動

画

を

使

っ

て

魅

力

を

よ

り

伝

え

て

い

く

令和 ６　年　～　７　年

令和 ６　年　～　７　年

加茂GD
自然・風景を活かしていくための実践スケジュール

（加茂の魅力を発信し、賑わいを創出する）



 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６

月

７

月

８

月

９

月

１０

月

１１

月

１２

月

１

月

２

月

３

月

４

月

５

月

６

月

７

月

８

月

９

月

GD各チームとのコラボ企画検討
GD各チーム・公益大

加’MON

軽スポーツ交流の企画・実施・取材
地区体協・自治振興会

公益大・加’MON

地

域

行

事

（

自

治

振

興

会

・

G

D

各

チ

ー

ム

）

の

宣

伝

・

広

報

で

 

 

 

加

茂

に

集

客

し

、

加

茂

地

域

の

活

性

化

を

進

め

て

い

く

【　備　考　】

実践

項目
想定される活動内容

令和 ６　年　～　７　年
　主体と

連　携　先
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産業チーム 

“加茂中の子供たちは、部活が終わると帰り道にある

「うさぎや(お肉屋さん)」でよくコロッケを買って食べて

たな～”から始まった、加茂の特産品開発。なつかしの味

の復活！として、店主だった渡会さんをお招きして地区住

民と一緒に試作会を開催。荘内日報にも掲載された。 

【開催日】 平成３１年１月２０日（日）午後１時～ 

↑ なつかしの味第 2 弾として、「丸山花月堂の

チーズケーキ」の復活を企画。地域住民と市職員

も参加し、試作会を開催。 

【開催日】 

令和元年１２月２２日（日）午前１０時～ 

 

2 月に 
実際にうさぎやのコロッケを市民作品展で販

売。1 時間 30 分ほどで２６０個のコロッケが完売

した。 

【開催日】 

令和２年２月２３日（日）午前１０時～販売 

 

2 月に 
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令和 6年度～の実践スケジュール 

６

月

７

月

８

月

９

月

１０

月

１１

月

１２

月

１

月

２

月

３

月

４

月

５

月

６

月

７

月

８

月

９

月

協力者を募る 産業チーム・地域住民

コロッケ・チーズケーキを試作する 　　　　　　〃

試食会・アンケート調査を実施する 　　　　　　〃

販売方法

(製造・販売業者、場所の検討・調整)
　　　　　　〃

６

月

７

月

８

月

９

月

１０

月

１１

月

１２

月

１

月

２

月

３

月

４

月

５

月

６

月

７

月

８

月

９

月

カニ弁（押し寿司）試作 協和丸

岩ノリおにぎり試作 地域住民

乾燥岩ノリの商品化に向けて調査 業   者

実践

項目
想定される活動内容

　主体と

連　携　先

特

産

品

（

コ

ロ

ッ

ケ

・

チ

ー

ズ

ケ

ー

キ

）

を

開

発

し

、

製

造

す

る

【　備　考　】

令和 ６　年　～　７　年

実践

項目
想定される活動内容

　主体と

連　携　先

加

茂

オ

リ

ジ

ナ

ル

の

商

品

（

特

産

品

）

を

販

売

す

る

【　備　考　】

令和 ６　年　～　７　年

加茂

GD

特産品を開発し、製造までの仕組みをつくる実践スケジュール （産
業を振興していく）

加茂

GD

産業を振興していくための実践スケジュール
（特産品を開発し、製造までのしくみをつくる）
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環境チーム 地区の防災に着手した第１弾は、

地域の避難訓練にスポ少や部活動で

なかなか参加できない、小・中・高

生とその親たちにも消火器の使い方

や、日頃の防災に興味を持ってもら

おうと令和元年度の地区運動会の種

目に取り入れた。初めて手にした消

火器の扱いに戸惑いながらも、参加

者からは好評だった。 

地区社協の地域支え合いプランとコラボ

し、第２弾は加茂地区全戸数分の防災台帳作

成を行った。WS を重ね、支援が必要な人が

一目でわかるよう台帳を色分けし、各町内、

住民会内で支援者に手助けできる仕組みを作

った。令和５年度春に台帳完成。 

地区社協の地域支え合いプランとコラボ第

３弾は、自分たちで分かりやすいハザードマ

ップ作りとして、加茂・今泉・油戸・金沢が

津波と土砂の各２種のハザードマップを作

成。令和６年春に、加茂地区全戸配布した。 
 



 

 

14 

 

 

６

月

７

月

８

月

９

月

１０

月

１１

月

１２

月

１

月

２

月

３

月

４

月

５

月

６

月

７

月

８

月

９

月

防災台帳を活用して避難体制を考える 地区社会福祉協議会

地区社会福祉協議会三役との打ち合わせ 地区社会福祉協議会

避難体制のまとめ及び提案書の作成
地区社会福祉協議会

各自主防災会

６

月

７

月

８

月

９

月

１０

月

１１

月

１２

月

１

月

２

月

３

月

４

月

５

月

６

月

７

月

８

月

９

月

防災無線聞こえるところ聞こえないところ調査
鶴岡市（防災安全課）

各自主防災会

防災アプリ導入について業者との打ち合わせ (株)ハムシステム

自治振興会・各自主防災会三役と打ち合わせ
(株)ハムシステム

自治振興会三役

各自主防災会三役

防災アプリ導入調査（入れられない住民が何

人いるか）

自治振興会

各町内会長・住民会長

住民説明会
(株)ハムシステム

各自主防災会

地域住民

加茂地区活用スタート (株)ハムシステム

令和 ６　年　～　７　年

　主体と

連　携　先

　主体と

連　携　先

実

践

項

目

１

実践

項目
想定される活動内容

実

践

項

目

１

実践

項目
想定される活動内容

地

域

支

え

合

い

プ

ラ

ン

事

業

へ

の

協

力

災

害

を

ど

こ

よ

り

も

早

く

住

民

に

伝

え

ら

れ

る

地

域

づ

く

り

【　備　考　】

　　社会福祉協議会主体事業のため、社会福祉協議会より各種団体への協力要請に合わせて対応する。

令和 ６　年　～　７　年

加茂

GD

暮らしやすい環境づくりのための実践スケジュール
（身近なところから少しずつ安心へとつなげるまちづくり）

令和 6年度～の実践スケジュール 



 

 

15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６

月

７

月

８

月

９

月

１０

月

１１

月

１２

月

１

月

２

月

３

月

４

月

５

月

６

月

７

月

８

月

９

月

バザー（料理のハンドメイドなど）の出品者募

集
民生委員・地域振興部

開催に向けての準備活動 〃

開催 〃

【　備　考　】

「

大

ご

っ

つ

ぉ

祭

」

開

催

（

仮

称

）

実践

項目
想定される活動内容

　主体と

連　携　先

令和 ６　年　～　７　年

（料理） （ハンドメイド）
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教育チーム 

加茂地区の若者世代に、地域のことを知って

もらおうと、まずは加茂地区子ども会育成会の

方とお酒をのみながら情報交換会。まずは、グ

ランドデザインという地域ビジョンを作ってい

る団体があることを知ってもらった。多くの若

い方に知ってもらうため、「加茂の情報発信誌 

フォロロッソ」を発行。加茂地区の様々な活動

を伝えることが出来た。 

若者世代から、自治会から配布される広報や

地域のイベントのお知らせなどの情報は、家で

見る機会がないということが知れた。（今後の課

題。。）   【実施日】 令和元年度 

まち歩きイベントの中で、廻船問屋で財

を成した秋野家（下仲町）を開放し、子供

から大人まで、加茂の歴史に触れられる事

業を企画・運営をした。 

【開催日】令和５年１０月８日（日） 
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令和 6年度～の実践スケジュール 

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　

６

月

７

月

８

月

９

月

１０

月

１１

月

１２

月

１

月

２

月

３

月

４

月

５

月

６

月

７

月

８

月

９

月

交流会の内容を考える
育成会（LINE)

自治振興会（回覧）

交流会の案内を作る

交流会の出欠を取る

育成会＋αとの懇親会開催

※今後の交流会の日程

６

月

７

月

８

月

９

月

１０

月

１１

月

１２

月

１

月

２

月

３

月

４

月

５

月

６

月

７

月

８

月

９

月

案を考える（機材等見積り）

物品購入 自治振興会

試作会

まち歩きイベントでの試作発表 自治振興会（地域振興部）

加茂作品展での販売 自治振興会（社会教育部）

実践

項目
想定される活動内容

　主体と

連　携　先

教

育

チ

ー

ム

と

若

者

の

交

流

会

を

開

く

【　備　考　】

令和 ６　年　～　７　年

特

産

品

（

大

判

焼

き

）

の

開

発

【　備　考　】

実践

項目
想定される活動内容

令和 ６　年　～　７　年
　主体と

連　携　先

加茂

GD

地域の若者・子どもが活躍するための実践スケジュール
（若者・子どものパワーが加茂を変える）

１５

（土）

１０

（日）

１３

（日）
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６

月

７

月

８

月

９

月

１０

月

１１

月

１２

月

１

月

２

月

３

月

４

月

５

月

６

月

７

月

８

月

９

月

空き家を探す

構想を練る（・見積り・図面etc）

資金を集める（クラウドファンディング）

工事

オープンセレモニー

集

い

の

場

を

作

る

（

子

供

の

遊

び

場

含

む

）

【　備　考　】

実践

項目
想定される活動内容

令和 ６　年　～　１０　年
　主体と

連　携　先

R８年４月～

R８年１０月予定
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歴史チーム 

令和元年５月２０日に日本遺産「荒

波を越えた男たちの夢が紡いだ異空間

～北前船寄港地・船主集落～」に追加

認定され、令和元年度鶴岡地域まちづ

くり未来事業補助金を活用して、「加茂

泊町大黒舞の若者への継承・育成事

業」に取り組む。 

令和２年度鶴岡地域まちづくり未来

事業補助金で、「歴史看板・歴史マッ

プ・まち歩きガイド養成事業」に取り

組む。 

令和３年度鶴岡地域まちづくり未来事業補助

金で、「加茂日和山整備・加茂泊町大黒舞謡本

製本・加茂まち歩きガイド養成ガイド本制作事

業」に取り組む。 

令和４年度鶴岡地域まちづくり未来事業補助

金で、「加茂古道看板作成設置・歴史マップ拡

大版発行事業」に取り組む。 

令和５年度鶴岡地域まちづくり未来事業補助

金で、「加茂日和山整備第２弾 山頂展望案内板

の作成設置事業」に取り組む。 
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令和 6年度～の実践スケジュール 

６

月

７

月

８

月

９

月

１０

月

１１

月

１２

月

１

月

２

月

３

月

４

月

５

月

６

月

７

月

８

月

９

月

英語翻訳の依頼 地域住民

翻訳するものの打合せ（看板・マップetc）
升川繁敏先生

地域住民

翻訳作業 地域住民

R７年度まちづくり未来事業申請書作成 自治振興会

業者打合せ・作成
鶴岡市（観光物産課）

荘内日報・ヒサオ看板

６

月

７

月

８

月

９

月

１０

月

１１

月

１２

月

１

月

２

月

３

月

４

月

５

月

６

月

７

月

８

月

９

月

文化財の調査（何があるかまとめる）
升川繁敏先生

加茂の文化遺産を愛する会

専門の方との調査
升川繫敏先生　芸工大

鶴岡市（社会教育課）

文化財登録申請
山形県

鶴岡市（社会教育課）

地域の方への報告等 自治振興会

実

践

項

目

１

実践

項目
想定される活動内容

　主体と

連　携　先

加

茂

地

区

の

文

化

財

を

残

す

た

め

の

調

査

【　備　考　】

令和 ６　年　～　７　年

実

践

項

目

１

実践

項目
想定される活動内容

　主体と

連　携　先

海

外

の

方

へ

に

も

加

茂

の

歴

史

を

伝

え

る

【　備　考　】

令和 ６　年　～　７　年

加茂

GD

加茂の歴史・教育を守り伝えていくための実践スケジュール
（加茂の歴史を後世に残し伝える）

マップ・・・荘内日報 看板・・・ヒサオ看板

R８年３月まで完了

R８年度中完了
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９. 事業計画(今後進めていく項目整理表) 
2～
3年

4年
～

住
民

個
々

組
織
の

取
組
み

地
域
の

取
組
み

組
織
間

連
携

他
地
域

連
携

行
政
と

の
連
携

行
政

水
産

物
と

産
業

（加
工

所
な

ど
）

〇
◎

◎
◎

水
産

高
校

・県
施

設

紅
ズ

ワ
イ

ガ
ニ

の
町

　
加

茂
！

に
す

る
〇

◎
協

和
丸

岩
ノ

リ
の

地
域

　
加

茂
地

区
！

に
す

る
〇

◎
地

位
住

民
・水

産
高

校

2～
3年

4年
～

住
民

個
々

組
織
の

取
組
み

地
域
の

取
組
み

組
織
間

連
携

他
地
域

連
携

行
政
と

の
連
携

行
政

「極
私

的
」加

茂
自

慢
の

SN
S・

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

へ
の

U
P

〇
◎

◎
◎

◎
◎

◎
住

民
・自

治
振

興
会

・公
益

大
加

’M
O

N
・カ

モ
ン

マ
ー

レ
地

域
住

民
一

体
で

取
り

組
む

広
域

展
開

。
隣

接
地

域
目

的
の

観
光

客
を

加
茂

へ
誘

導
〇

◎
◎

◎
◎

◎
カ

モ
ン

マ
ー

レ
・自

治
振

興
会

・公
益

大
　

　
　

　
　

加
’M

O
N

・他
地

域
他

地
域

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

旧
加

茂
小

跡
地

や
空

き
家

の
活

用
（宿

泊
施

設
・カ

フ
ェ

・交
流

場
 等

　
）

〇
◎

◎
◎

◎
海

教
塾

・体
協

・自
治

振
興

会
カ

モ
ン

マ
ー

レ
カ

モ
ン

マ
ー

レ
や

行
政

と
の

連
携

オ
ー

ト
キ

ャ
ン

プ
や

バ
ー

べ
キ

ュ
ウ

が
で

き
る

環
境

づ
く

り
〇

◎
◎

◎
自

治
振

興
会

・鶴
岡

市
（土

木
課

/観
光

物
産

課
）・

カ
モ

ン
マ

ー
レ

カ
モ

ン
マ

ー
レ

や
行

政
と

の
連

携

観
光

協
会

的
な

組
織

の
立

ち
上

げ
、

推
進

〇
◎

◎
◎

カ
モ

ン
マ

ー
レ

自
治

振
興

会
（地

域
振

興
部

）
カ

モ
ン

マ
ー

レ
・G

D
全

体
で

加
茂

マ
リ

ン
タ

ウ
ン

構
想

・推
進

〇
◎

◎
◎

◎
海

教
塾

・自
治

振
興

会
・カ

モ
ン

マ
ー

レ
カ

モ
ン

マ
ー

レ
や

行
政

と
の

連
携

自
然

を
活

か
し

た
自

然
体

験
ツ

ア
ー

（リ
ト
リ

ー
ト
や

自
然

塾
）の

企
画

〇
◎

◎
◎

◎
◎

◎
海

教
塾

・体
協

・自
治

振
興

会
加

茂
町

内
振

興
会

・カ
モ

ン
マ

ー
レ

カ
モ

ン
マ

ー
レ

や
他

団
体

と
の

連
携

自
然

チ
ー

ム
チ

ャ
ン

ネ
ル

に
て

、
P
R

動
画

・C
M

作
成

〇
◎

◎
◎

住
民

・自
治

振
興

会
・公

益
大

加
’M

O
N

・カ
モ

ン
マ

ー
レ

地
域

住
民

一
体

で
取

り
組

む

想
定

さ
れ

る
連

携
先

な
ど

実
践

の
ポ

イ
ン

ト
な

ど

自 然 ・ 風 景 を 活 か し て い く た め の 提 案産 業 を 振 興 し て い く た め の 提 案 分 類
項

　
　

　
目

主
体
・役
割
・連
携
（実
践
の
体
制
）

実
践
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど

分 類
項
　
　
　
目

主
体
・役
割
・連
携
（実
践
の
体
制
）

想
定
さ
れ
る
連
携
先
な
ど
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2
～
3
年

4
年
～

住
民

個
々

組
織
の

取
組
み

地
域
の

取
組
み

組
織
間

連
携

他
地
域

連
携

行
政
と

の
連
携

行
政

加
茂

地
域

「
お

困
り

事
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

」
作

り
〇

◎
◎

◎
◎

社
会

福
祉

協
議

会
・民

生
委

員
自

治
振

興
会

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

（２
～

３
名

）

2
～
3
年

4
年
～

住
民

個
々

組
織
の

取
組
み

地
域
の

取
組
み

組
織
間

連
携

他
地
域

連
携

行
政
と

の
連
携

行
政

青
壮

年
世

代
の

一
人

ひ
と

り
に

役
割

を
与

え
、

活
躍

す
る

場
を

設
け

る
〇

◎
◎

◎
自

治
振

興
会

・体
協

若
者

主
体

の
交

流
イ

ベ
ン

ト
を

実
施

す
る

〇
◎

◎
◎

育
成

会

子
供

の
遊

び
場

を
作

る
〇

◎
◎

◎
自

治
振

興
会

・鶴
岡

市
（コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
推

進
課

）
空

き
家

の
活

用

2
～
3
年

4
年
～

住
民

個
々

組
織
の

取
組
み

地
域
の

取
組
み

組
織
間

連
携

他
地
域

連
携

行
政
と

の
連
携

行
政

加
茂

地
区

内
の

石
碑

文
化

財
を

ま
と

め
る

〇
◎

◎
◎

加
茂

の
文

化
遺

産
を

愛
す

る
会

加
茂

と
繋

が
り

が
あ

る
地

域
と

の
交

流
（
県

外
含

む
）

〇
◎

◎
◎

◎
鶴

岡
市

(観
光

物
産

課
）・

升
川

先
生

現
地

視
察

も
視

野
に

入
れ

て
調

べ
る

日
和

山
山

頂
整

備
 第

３
弾

〇
◎

◎
鶴

岡
市

（コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

推
進

課
・観

光
物

産
課

）
学

生
や

加
茂

地
区

の
若

者
と

作
る

加
茂

地
区

内
の

お
寺

を
中

心
に

、
文

化
財

を
調

査
す

る
。

〇
◎

◎
◎

東
北

芸
術

工
科

大
学

・鶴
岡

市
（社

会
教

育
課

）升
川

先
生

歴 史 ・ 教 育 を 守 り 伝 え て い く た め

の 提 案

実
践

の
ポ

イ
ン

ト
な

ど

地 域 の 若 者 ・ 子 ど も が 活 躍 す る た

め の 提 案

分 類
項

　
　

　
目

主
体
・
役
割
・
連
携
（
実
践
の
体
制
）

想
定

さ
れ

る
連

携
先

な
ど

実
践

の
ポ

イ
ン

ト
な

ど

想
定

さ
れ

る
連

携
先

な
ど

暮 ら し や す い 環 境 づ く り の た

め の 提 案

分 類
項

　
　

　
目

主
体
・
役
割
・
連
携
（
実
践
の
体
制
）

分 類
項

　
　

　
目

主
体
・
役
割
・
連
携
（
実
践
の
体
制
）

想
定

さ
れ

る
連

携
先

な
ど

実
践

の
ポ

イ
ン

ト
な

ど
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10. 地区を取り巻く協働先 

 

  

鶴
岡

市
加

茂
地

区
自

治
振

興
会

 

 

加
茂

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

検
討

推
進

委
員

会
 

地
区

内
 

地
区

外
（

市
内

）
 

地
区

外
（

市
外

・県
外

）
 

鶴
岡

市
役

所
 

山
形

県
庄

内
総

合
支

庁
 

東
北

公
益

文
科

大
学

 

大
山

小
学

校
 

第
五

中
学

校
 

加
茂

地
区

を
取

り
巻

く
連

携
先

 

地
区

出
身

者
 

 

地
区

出
身

者
 

 

加
茂

・金
沢

漁
協

女
性

部
 

・み
な

と
オ

ア
シ

ス
関

係
…

土
木

課
 

・海
関

係
…

農
山

漁
村

振
興

課
 

・日
本

遺
産

関
係

…
観

光
物

産
課

 

・地
域

ビ
ジ

ョン
関

係
…

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
推

進
課

 

鶴
岡

市
役

所
 関

係
事

業
課

 

今
泉

 
住

民
会

 
油

戸
 

住
民

会
 

油
戸

東
 

住
民

会
 

金
沢

 
住

民
会

 
加

茂
 

町
内

会
 

し
お

ん
荘

 

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

 

11
町
内
会

 

お
も

し
ろ

い
“か

も
” 

海
洋

教
育

地
域

創
生

協
議

会
 

（
海

教
塾

）
 

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

運
営

委
員

会
 

総
務

部
 

社
会

 

教
育

部
 

生
活

 

環
境

部
 

地
域

 

振
興

部
 

加
茂

水
族

館
 

加
茂

水
産

高
校

 

山
形

県
水

産
研

究
所

 

山
形

県
漁

協
加

茂
支

所
 

加
茂

の
文

化
遺

産
を

愛
す

る
会

 

一
般

社
団

法
人

「大
好

き
な

加
茂

」 

加
茂

町
内

振
興

会
 

加
茂

地
区

社
会

福
祉

協
議

会
 

加
茂

地
区

体
育

協
会

 

加
茂

海
水

浴
場

管
理

運
営

委
員

会
 

渚
の

交
番

 
カ

モ
ン

マ
ー

レ
 

油
戸

女
性

部
 

東
北

芸
術

工
科

大
学

 

釣
り
イ

ベ
ン

ト
実

行
委

員
会

 

山
形

県
港

湾
事

務
所

 


